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本庄榮治郎

一

…
凡
そ
米
繋

我
国
民
輕
濟
上
重
要
な
・
地
位
を
青
む
る
こ
譲

敢
て
釜

す
る
を
要
せ
さ
る
所
な
る
が
・
商
工

　
二
業
曇

藁

だ
著
し
か
象

、專
農

藷

よ
り
て
國
を
立
て
た
・
徳
川
時
代
に
あ
り
て
は
殊
擦

り
手

・當

鍵

矯

鱗
詩
藻

備締轍鮒
騰
謙

譲
繰

難
視灘

一
の
財
政
弄

に
士
流
の
所
得
の
上
に
多
大
の
關
係
を
有
し
智

。
而
し
て
時
代
の
経
過
捧

ひ
米
繋

既
に
我
國

民
必
需
の
食
料
・署

し
三

、の
生
誓

料
の
中
.零

な
し
た
・
を
以
て
、
禾
穀
の
常
給
加
算

に
そ
の
債
肇

縢

麿
如
何
は
財
政
上
纒
濟
上
襲

.上
の
各
方
面
に
亘
り
て
複
雑
な
・
關
係
呈

す
・
に
至
れ
り
・
從
て
當
鷺

米
穀

一
に
關

す

る
研
究

は
諸
般
.の
方

面

よ
り
観
察

し
得

へ
き
も

の
な

る
が
、
藪

に
は
先

つ
食
.物

ご
し
て

の
米

を
大
観

し
㍗

云

に
米
穀
消
費
節
約

の
方
督

し
て
常
時

の
爲
政
者
の
探
り
し
政
策
を
説
明
す
る
所
あ
ら
、ん
ε
す
・

二
.

、

一

護

は
会

食

か
…

候
惣

て
、盤

上
脊

・
…

進

路

等
量

基

面
鐘

　

曇

…

垂

衣
を
雲

て
米
を
覆

而
も
猶
変

ら
さ
る
時
纏

死
に
も
可
及
候
」
云
飾

い
.へ
る
は
ど

れ
天
明
七
年

±

月

の
町
鰯
の
冒
頭
な
・
が
、
當
堅

磐

米
撃

貴
ふ
の
思
想
は
殊
に
甚
し
き
も

の
あ
り
し
也
・
舞

錐
に
.

,
…

論
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論

説

徳
川
時
代
の
米
穀
消
費
鶏

第
二

)

笑

巻

(第
三
號
,

四
四
)

三
三
入

『
天
下
を
治
る
に
穀
を
貴

ひ
、
貨
を
賎
し
む
る
は
古

の
善
政
也
。
先
王
の
道
也
。
穀
は
民

の
食
物
也
。
食
は
民

の
天

.

也
。

一
日
も
な
く
て
叶
は
ぬ
物
色
。
賃

と
は
金
銀
鏡
也
。
,
金
銀
は
勝
れ
穴
る
貿
・ご
人
毎
に
思

へ
ど
も
、
飢
た
る
ε

一
き
金
銀
を
噛

て
は
腹
充
挺
す
、

一
椀

の
粥
を
啜
れ
ば
死
を
冤
か

る
」
云
々
ピ

い
ひ
、
火
大
膿
に
吉
宗
時
代
の
政
策

一
を
非
議
し
な
る
山
下
幸
内

の
上
書
に
も

『
金
銀
は
い
か
程
澤
山

に
て
も
、
金
を
喰

て
は

一
日
も
逡
ら
る
る
物
に
て

…
は
無
御
座
候
、
只
大
切
成
物
は
米
穀
に
極
り
中
候
、
常
御
風
儀
は
米
穀
を
輕
く
、
金
銀
を
重
く
被
游
候
ご
相
見

へ

τ
…
…
…
米

警

一
窃

の
物
に
て
悪
年
打
覆

得
ば
何
方
よ
ウ
も
黍

な
く
・
扱

百

半
日
に
て
も
無
て
不
叶

た
か
ら

め

み御

百
姓

に

て
御
座

候
」

8

い
ひ
、
伊

勢
貫
文

の
舳
艫
訓

に

は

「
人

倫

の
至
寳

は
五
教

な
り
、
.金

銀
珠

玉
を
以

て
五

穀

を
買

は
ん

こ
欲

す

ご

い
へ
ざ
も
、

凶
年
飢
歳
或

は
兵
齪

等

に

て
五
穀

を
費

る
も

の
.な
き

巳
き

に
至

ヶ
で

は
・、
金

銀
珠

玉
は
食

は
れ

ぬ
物

な
れ

ば
忽

ち

に
飢
死
す

へ
し
。
然

れ
ば
五
穀

は
至
寳

な

り
。

(中
略

)後

代

に
は
食

て
生
命

」を
保

つ
へ
き
米
を
費
梯

ひ
て
食

縁
れ
も

せ
の
金

銀

を
求

め

、
ま

た
生
命

を
保

つ

へ
き
米
を
盗
敢

て
刑
せ
ら
れ

、
生

命

を
失

ふ
者

も
あ

る
な
り
。

叉
君
に
仕

ふ
る
臣

は
.
君
よ

り
生
命

を
保

つ
至
寳

の
米

を
給

は
り

、
日

々
生
命
を
全

天

災

も
つ
笑

国
憲

受

る
な
ヴ
、
然

る
に
大
恩
を
も
思
は
盛

れ
も
せ
ぬ
も
の
を
給
は
・
を
恩
恵

齢

暑

も
あ
り
」
ε
説
き
、
或

は
米
粒
を
貴
ん
で
佛
法
文
は
菩
薩
な
ご
こ
も
云
ぴ
な
ら
は
し
、
或
は
食
料
の
最
第

一
に
て

…
不
死
の
璽
藥

の
長
だ
る
物
は
米
な
り
ご
説
け

る
が
如
き
皆
そ
の
例
也
、

一
當
塒
國
内
に
お
け
囑
運
輸
交
通

の
便

に
つ
い
て
は
或
は
奥
州
北
陸

の
漕
運
開
け
て
奥
州
米
越
後
米
の
江
戸
に
輸

'

奪

・
れ
、
蚤

経

奨

腎

・
廻
磐

貌

ぢ

錘

・
荷
頗
冬

万
金

し
て
多
大
の
鼠

舞

し
・
且

」
籍

の
優

遭
き

歩

か
ら
す
、
陸
路
の
釜

亦
蓉

備
は
・
書

し
也
・
本
多
利
明
の
経
世
秘
策
に

「鍛

2)
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4)
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.

米
饗

ひ
秋
霜

北
郡
邊
の
米
、
豊
作
の
節
・

弄

代
鏡
五
妻

・
り
・
交
易
の
上
費

の
手
に
渡

り
・
」資

に

…
到
れ
ば
豊
凶
の
差
別
な
く
九
夏

差

乳

募

へ
・
か
如
き
、
響

譲

の
不
便
釜

機
關
の
幼
稚
な
る
を
示

す
も
の
罪

す
や
。
さ
れ
は
講

に
於
・
米
聲

地
方
的
分
配
は
常
に
そ
の
宴

奥

・
各
地
間
砦

け
.る
過
不

…
足
を
迅
速
に
調
節
す
る
を
得
労

し
也
。
呪
馨

齋

於
で
殊

幣

入
翁

限
策
行
は
れ
馨

に
於
て
お
や
・

庸

↓
・
米
穀
星

産
量

と
し
て
蓋

風
雨
・
如
　

欝

状
況
・
　

て
奢

せ
ら
れ
技
術
の
進
芝

吉

言

搭

撹

・
以
て
そ
・
作
用
義

和
玄

・
手
段
方
法
・
秀

+
鍵

達
せ
　

し
こ
叢

れ
ば
・
年
々
の

誰

誰
籠
瀦
羅

籔
齢欝

題
藷
難

灘雛

糟駄

…
し

こ
ズ
・少

か
ら
さ
る
也
。
か

睾

保
、
天
明
、
天
保

翫

讐

如
き
蒼

の
蕎

せ
る
も
の
な
る
へ
し
・

演

に
鑑

.氷
+
詮

以
後
に
於
て
は
舞

櫟

は
僅
・
に
長
崎

・
於
・
爺

・
聞

・
こ
・
・
磐

貿
暑

許
せ

τ

の
み
に
し
て
、
そ
の
他

の
護

縛

し
て
は
國
姦

し
て
役
務

募

交
響

な
す
ご
暴

く
・
護

の
輸
出

　入
・
關
係
は
之
れ
…

し
也
。
從
・
畏

・
溝
毅

・
凾
内
・
有

る
生
需

を
限
り
不
足
の
際
に
之
を
外
囲

…
…
よ
,
葵

し
一」
。
民

の
飢
餓

・
整

の
手
段

に
供

・

・
喬

　

し
也
.

、

.註
毒

川
時
代
に
於
て
外
画
米
の
轍
入
は
轟

輩

月
鉾

・
之
窃

・
・
、
警

・
禁
舞

　

・
婿

治
毒

の
こ
"」な
り
・
詳
し
く
揺

　る難

朧
禦
縫

蘇

難

擬軽
羅

鰻
麓
齢
繋

9
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一
論

説
.

徳
川
時
岱

米
謡

講

約
箋

)

笑

巻

第̂
一二
號

四
六
》

三
四
。

…
に
糞

馨

疲

士
・
・
直
接
所
得
　

す
謄

・
於
て
・
而
も
そ
の
露

が
豪

し
て
適
合
せ
さ
垂

.

情
の
存
。
だ
.9
當
謄

於
・
、
上
下

疲

髭

つ
以
・
米
聲

笙

鍵

夢

彿
・
之
を
蓋

し
・
恐
る
へ
き
飢

餓

の
繋

を
避
け
ん
毒

し
は
無
理
な
譲

事
柄
ご
い
ふ
べ
し
・

㎜

三

.

∵

述
・
袈

舞

謹

海

上
肚
會
上
・
於
て
甚
舞

　

　

し
て
壽

粂

に
謝
し
て
種

一
種
の
肇

を
巡
ら
す
所
あ
り
し
が
、
そ
の
政
策
は
常

に
上
述

藷

磐

事
情
・
制
せ
ら
れ
階
級
的
利
害

の
調
和
に

…
苦
.醤

さ
る
を
得

さ
る
に
至
れ
・
.
例

へ
は
・
・
供
給
…

て
審

見
ん
か
、
査

國
民
生
活
・
葉

露

な

階

以
て
そ
の
供
給
は
成
ミ

壺

冨
螢

ん
・
拳

拳

、
整

幕
府
は
常
農

民
を
・
て
そ
の
響

の
業
に

努
。
。
め
開
墾
を
旙

、
、
.霧

以
外
・
も
・
即
・
煙
草
諜

蓄

本
娼

・
作
る
こ
蕃

制
限
歪

・
・
其
他

来
藏

の
増
加
を
期
す
へ
き
種
々
の
方
法
象

り
し
が
、
而
轟

霧

ふ
れ
は
嘉

増
加
の
奮

に
議

の
暴
落

「鑓

隔離

鰹

縷
舗
砺灘
鞍
鞭

嚢

鯵

諜
嫉裾

.

前
の
簗

ご
暴

に
穀
物
以
外
・
・
の
の
曙

・
協

・
た
る
旨

登

高藻

西

年
育

に
『
當
年
　

相
悉

曝

に
菜
葎

仕
、
修
理
肥
、
入
寝

欝

付
}

々
と
令
し
砦

か
如
・
・
紫

色

毒

撃

罎

・
地
謡

米

騨

鰯

以
て
市
場
左
派
の
減
少
を
計
り
瀦
て
供
給
の
制
碾
米
債
の
維
持
を
計
る
に
努
め
拠
る
こ
・
あ
・
奮

識

9
.故
・
餐

代
・
寛

氷
華

・
驚

・
・あ

生
産
　

交
誓

舞

た
費

他
の
方
婁

、欄



け
。
幕

間
雛

、
常
に
甲
謄

暑

に
し
、
乙
種

は
左
に
亥

の
暴

呈

し
瑳

も
の
に
し
て
蒐
.
矛
盾

撞
着
。
政
萎

・
か
聖

者

へ
量

る
産

、
實
縫

早

、
・
輩

種
・
・
漿

・
各
階
誓

利
害
を
報

せ

一

奮

す
・
選

方
針
を
以
三

貫
芸

藁

に
熱

ら
ざ
・
也
・

■

r,

　
　
　
ロ

…、
書

勝

存

・
米
穀

の
消
費
に
就
て
考
ふ
る
に
、
そ
の
叢

る
も
の
易

論
飯
米
撰

す
る
も
の
に
し
て
・

…
食
用
米
以
外
簿

け
る
.萎

・
霧

島

・
酒
造
乞

.
誓

逐

米
・
以
て
筆

蓋

の
製
造
撰

す
る

場

A
、
産

れ
あ
り
.
而
し
て
豊
年
に
於
て
は
聾

の
奨
讐

な
せ
し
慧

往
・
に
し

・
存
す
る
所
な
る
が
・
饗

誘

制
限
は
凶
年
に
お
け

・
場
倉

著
し
轟

、
藩

緯

書

・
米
穀

の
豊

、
書

禁
止
諤

諤

に
よ
り
て

「行
。
発

る
慧

・
な
き
・
非

・
也
。
故
・
清
壽

約
・
肇

棄

鰹

貴
・
離

・
凶
馨

の
如
き

蒔

的
原

箆

因
。
も

の
。
、
、藏

的
、幕

的
理
由
に
・
・
も
雪

の
二
募

り
。
以
下
・
の
消
嘉

納
讐

つ
い
て
(
ご

庶
藷

碧

難

限
(三
)菓
一千
其
他
の
溝
費
制
限
策
を
説
明
し
、
荷
(四
～代
淵
食
物
に
欄
し
て
数
嘗、
務

同
憂

の
節
約
.
緊

・
・
約
…

繁

・
供
せ
ら
る
る
米
撃

成
る
へ
籍

し
て
・
そ
馨

力
を
引

一き
麺
は
・
ん
手

　

・
弩

.
今
之
れ
翁

・
三

芋

・
茎

・
農
民
縛

す
る
米
食
の
制
止
こ
れ
也
Q

㎝

築

+
七
藷

は
蚕

・
三
+
匁
乃
至
・二
+
六
匁
芳

し
も
の
が
、
末

年
に
は
四
天

衆
五
分
差

り
・
+

…
九
年
に
は
更
に
五
歯

舞

至
六
+
匁
笈

・
㌦

繭

困
究
甚
し
血

書

…

同
年
五
月
酒
造
制
限
蕪

蒸

在
々
百
姓
食
物
之
羅

撃

用
ひ
米
多
義

へ
候
わ
ぬ
様
奇

蓄

付
傷
認

落

首

蕎

其
後
諮

に

…

護

・
川
聴

の
米
穀
裟

塾

ε
}

第
八
垂

第
三
號

四
七
)

三
聖

r

F

7)三 貨 圖鋤 偵 部 田 本 輕 濟 叢 書
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、
論

説

徳
川
時
代
の
米
穀
消
費

節
約
策

(
一
)

第
八
巻

〔第
三
號

四
.八
)

三
四
二

亘

り
て
同
様

の
盗

り
。
而
し
て
・
の
制
限
は
其
後
江
戸
時
代
を
通

し
て
離

若
く
は
節
零

の
布
か
る
る
毎
に

.

雇
…々

繰
り
返

さ
れ
た
る
所
に
し
て
、
か
の
有
名
な
る
慶
安

の
御
鰯
書
ピ

も

…『
一
、百
讐

翁

、
・
く
末
の
ぞ

な
吾・あ

・
震

、
秋
茂

募

集

雑
撃

ひ
…

拳

・
も
註

ぜ
候
・
い
つ
も
正
月
二
月
三
月
雰

の

心
意

ち
食
物
突

擢

可
仕
候
・
付

雑
馨

}
接

間
、
嚢

禦

大
異

外
何
錆

・
雑
整

作
り
・
米
な
多
く
喰
つ
ふ
長

話

誉

可

…
仕
候
。
磯

之
難

寓

し
候
程

、大
豆
鍵

、・
・
き
畢

…

・
畢

・
あ

莚

誓

」
・む
…

手

て
候
讐

も
つ
き

な
垂

匿援

・.

一
、
寒
季

共
天

羨

ふ
だ
ん
晟

媛

馨

三

へ
・
・
但
馬

嚢

と

田
な
つ
へ
・
馨

刈
・
径

ね
奪

申
時
分
は
、
ふ
た
ん
よ
り
、

少
し
喰
物
詫

仕
た
く
さ
ん
に
く
に
ゼ
つ
か
ひ
可
申
候
、
其
心
付
あ
れ
に
雑

学

も
の
に
馨

・
雰

』

　
　

ε
い

ひ
、
雑

鞍
食
を
奨
罰

す

る
こ
ε
依
然
異

る
所

な
か
り

し
也
・

當
難

府
は
農
民
に
翌

て
奢
侈
を
楽
し
、
些
細
な
・
黙
に
至
・
ま
て
制
限
嘉

へ
表

服
は
本
締
も
の
に
限
り

不
似
合
な
る
家
宅
を
作

る
こ
蕃

禁
し
、
嫁

ぢ

奮

に
乗
物
を
無
署

し
、
荷
鞍
に
毛
.艶
を
掛
け
轟

用
す
可

.

ら
さ
る
こ
蕃

冷
し
、
曾

・
凶
歳
に
あ

へ.は
酒
造

は
も
こ
よ
り
雛

、
素
麺
、
蕎
萎
切
・
饅
粟

豆
腐
葦

至
る

ま
藷

て
五
穀
の
聾

し
て
製
造
若
-
は
小
掌

る
こ
霧

禁
し
馨

警

な
れ
ば
・
彼
等
に
封
ず
る
米
食

の
制

丑

は
。
れ
に
よ
り
て
米
穀

の
供
給
を
多
か
ら
し
め
ん
手

る
こ
あ

み
に
あ
令

し
て
・
農
民

の
米
食
を
以
て
奢

一
移
な
窪

し
、
之
れ
が
禁
制
の

一
方
督

し
て
行
は
れ
奮

こ
器

否
定
す
可
象

る
也
・
前
欝

蕎

製

の

笙

讐

第

二
讐

を
対
比
す

る
も

こ
の
こ
8
は
自
ら
明
か
弩

ん
・

實

。
や
當
鷺

民
綾

A
・難

・
簾

の
談
重

し
・
引
け
・

羅

謄

螢

ぬ
ほ
諾

し
て
氣
ま
ま
を
さ
せ
、

ぬ
者

糞

へ
の
慈
悲
な
り
」
津
・い
へ
ゑ

礎

よ
り
て
よ
乏

の
慧

藁

す

ヘ
ー
、
彼
等
繁

だ
租
税
姦

'
.姦

め
。
の
み
生
存
芸

か
如
き
も
の
・
し
て
M
そ
青

星

活
は
最
も
毒

な
最

悪
に
あ
り
し
か
如
く
・
.所

.9)徳 川禁令考、五朕二242頁 以下
10}徳 川實記第一編、354頁
11)政 談(日 本経済叢書巻三)379頁
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謂
農
本
思
想
な
る
も
の
は
農
業
本
位
論
に
し
て
農
民
本
位
論
に
あ
ら
ざ
る
こ
ε
は

い
ふ
迄
も
な
き
所
也
。

…
飯
米
節
約

の
第
二
は
、
在
米
缺
乏

の
際

一
般
人
民

の
日
用
米

の
消
費
を
節
約
せ
し
め
、
出
家
得
る
赴
け
米
穀
を

…
喰
延
し
て
以
て
新
穀
出
来
入
津
に
至
る
ま
て
の
問
、
米
穀

の
缺
乏
を
生
ぜ
ざ
ら
し
め
ん
.と
す
る
も
の
に
し
て
農
民

一
。
場
合
。
如
く
饗

躾

嚢

に
出
て
砦

、
の
に
あ
ら
す
、
専
ら
需
給
適
合
政
策
よ
畠

て
砦

…

り
、

蔭

そ
の
事
例
の
二
三
を
墨
け
ん
昊

明
の
凶
作
に
當
り
同
二
年
七
月
、
四
年
四
月
、
七
年
五
月
等
に
於
て
、
蓼

雑

段

等

を
食
し
て
棄

養

延

は
す

へ
き
旨
を
達

し
た
る
が
.
寛
政
四
年
五
月

に
も
同
様

の
令
あ
り
・
即
ち
先

つ
在

米

の
不
足
ご
消
費
節
約

の
緊
要

な
る
こ
ご
ご
を
述

へ
て
曰
く

『
此
節
米
相
場
追
々
引
上
け
候

に
付
、
粥
或
は
嬰
専

一
を
槙
に
相
用
、
米
穀
を
喰
延
し
候
様
可
致
候
。
當
塒
有
米
之
様
子
に
而
は
新
穀
迄
喰
緬
無
畳
東
、
其
上
當
秋
高

　

尿

熟
之
節

は
飢
磐

お
よ
ひ
候
事
は
目
前
の
事
に
付

.
其
所
を
能
々
相
號
、
此
節
よ
り
粥
饗
鴛

食
し
米
撃

喰

」延
し
候
様
銘
々
厚
.心
掛
、
尤
斯
々
年
寄
家
主
等
も
朝
暮
見
廻
り
情
々
可
致
世
語
候
』
ご
而
も
こ
れ
を
實
行
ず
る
嬬

麓

は
、
各
自

の
自
豊
.心
を
必
要

手

即
ち
日
一

「
右
之
通
不
申
聞
候
共
、
自
己
之
畳
悟
も
可
有
之
儀
に
両
開
萎

導
相
用
申
度
と
心
付
居
候
者
有
之
候
而
も
自
分

の
了
簡
迄
に
而
は
家
内
或
は
召
仕
之
者
共
等
の
存
寄
を
相
兼
、
叉

…
は
外
々
の
血
合
等
を
見
競
、難
行
屈
心
付
候
者
も
其
燈
に
相
通
候
標

の
事
も
可
有
之
哉

に
付
、此
度
分
前
右
の
通
申

聞
候
問
審

の
差
別
に
不
拘
、聾

.㌻

用
、可
成
丈
日
用
米
減
方
厚
心
を
付
、無
籍

取
.覆

之
様
可
致
候
]
く

眞

に
修
理
を
霊

せ

る
も

の
ε
い
ふ

べ
七
。
殊

に
天
保
九

年

六
月

三
日

の
水
戸
齊

昭

の
諭
達

は
言

々
人

の
肺
鵬

を
衝

き
、
句

々
憩

に
迫

る
の
慨
あ

る
を
見

る
、
試

に
之

を
揚

げ

ん

か
馬
曰

く

『巳
午
〔天
保
四
年
)中
年
〔同
七
年
)両
度
の
凶
作
に
て
米
穀
も
乏
く
候
慮
、
此
氣
候
に
て
は
此
上
何
ξ
も
計
り
難
く
・蕩
々
「
今
年
も
凶
作
に
て
一■
、國

…
論

説

鶴
川
時
代
粟

穀
裟

節
黎

(
.})

災

巻
λ
第
三
槻

四
九
)

三
胃
一一

!.2)大 阪 市史 巻 三Joo3,1037 ,1180頁

13)大 阪市 吏 、 四 、122頁 。 堂 島奮 記、 巨66頁。
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論

説

鴛

時
代
・
叢

嚢

霧

策
三

笑

巻

・第
三
號

五
9

三
四
四
.

。
士
。
の
。
銘

何
に
せ
ん
ご
、日
夜
心
・
々
莟
め
・
。
天
地
撰

・
合

力
笈

萎

得
共
犬

・
萬
物
の
警

走
れ
あ
蕪

ば
、圭

致
し
て
人
。
難

し
。
は
。
、
其
・
天
地
に
・
じ
、
響

・
し
藍

・
…

止
・
筈

・
・
嚢

止
手

"」も
人
力
蓋

し
た
ろ
上
に

匹

寺

請
.、、
に
飢
に
及
。
に
、
・
愛

り
『
挙

げ
・
・
毒

…

れ
・
喚

・
一

碧

・
・
警

余

毒

象

れ
奪

髪

、
、
に
子
の
飢
に
迫
ろ
寛

み
に
忽
ん
や
、
走
書

て
今
日
よ
・
吉

・
間
、
潔
齋
・
て
葦

馨

畢

へ
嚢

成
就
葦

安
穏
の
大
願
生

際
鍍
鯉

雛
憩
鷺
繰

触知灘
轟
羅

舞

舞

凱難

聴
卸羅
勉

鷺

謂

巌

雛

欝

飴

講

賜

物
圃
鞍

一
構

駄

譲

罫

麓

瀦

姉
灘

鍵

灘

猫

肘
購

縁

二
人
に
謂

の
。
粛

ゆ
る
に
擦

の
夫

ば
飢
て
死
ん
ま

・
、
・
　

萎

羅

…

璽

り
少
・
'、葦

舟
ひ
　

+
人

の
命
に
全
カ
ミ

し
.
我
薫

な
る
身
に
て
監
國
中
土
・
の
藁

屋

、
國
峯

量

書

様
に
思
・
・
讐

者
に
い
よ
姦

約
し
て

鞭
讃
澱
慰
灘
麟
癬
灘
欝
鞭
螂
龍
骸
融
魁娠
鶴
輪
講
欝

ご
。
目
ら
衆

に
先
じ
一」
消
磐

節
約
し
以
・
撃

萬
人
錘

・
、
護
れ
か
そ
の
恋

腹

せ
さ
る
も

の
ぞ
・
か
く

て
家
中

の
諸
士
鍵

窒

・
ま
憲

ひ
一

に
饗

を
用

ひ
・
暫

あ

暑

は
足
ら
さ
る
者

を
助
け

な
ご
し

て
饅

「
饅

「の
患
を
見

れ
た
り

と
い
ふ
。

■
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